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PHRサ ー ビスの利用に関わる因子と利用の効果に関する

アンブレラレビュ ー

イ パ アリサ タマウラ ユ キ

射場 在紗＊ 玉浦 有紀2＊蓉臼蘊夭＊，3*移閲蘊哭＊，3＊，牲，5＊

目的 近年，様々な Personal Health Record (PHR) サ ー ビスが発達しているが， PHR サ ー ビスの
利用と行動変容に関する効果についての学術的根拠は乏しい。本稿では， PHR サ ー ビスの利
用に関わる因子，PHRサ ービスの機能とアウトカムの関連について効率的に把握するため，
アンブレラレビュ ー を行った。

方法 PubMed, Psychlnfo, CINAHL を用いてレビュ ー論文を検索し， PHR サー ビスの利用に関わ
る因子， PHR サ ービスとアウトカムの関連について記載のある文献を抽出した。題名・抄録
による一 次スクリーニングは3人の研究者が独立で行い，本文スクリーニングは1人が主に
行った後結果を他2人が確認した。

結果 12件のレビュ ー論文を抽出した。 PHR を指す用語として，医療機関の電子カルテ等から自
身の健康情報の一部が本人に提供されるものは tethered PHRまたは patient portal と呼ばれ，
個人が蓄栢した惰報は untethered PHR と呼ばれていた。前者には電子カルテの閲覧の他，医
療者とのメッセ ー ジ，処方のリフィル，予約の取得等，医療者との接点となる機能が挙げら
れた。後者では健康状態のモニタリング，シェアが中心的な機能であった。PHRサ ービスの
利用に関わる個人の属性として，高学歴，高収入，男性，若年等が多く報告されていた。ま
た，インターネットや情報との関わりの強さが利用と関連していた。電子カルテの閲覧を中
心とした tethered PHR の利用と，疾息コントロ ールや医療者とのコミュニケ ー ションの改善
に関連がみられたとする文献がある一 方，関連がな かったとする文献もあった。医療者との
メッセ ー ジは，薬剤利用の自立，定期受診，血糖値 •LDL コレステロ ー ル値の改善と関連が
あった。処方のリフィルの機能 と薬剤アドヒアランスの向上，健康状態のモニタリング・

シェア機能と血糖コントロールの改善やセルフマネジメントとの関連がそれぞれ報告されて
いた。疾患のセルフモニタリング支援を目的として設計された PHRサ ー ビスもあった。

結論 PHR の機能は多岐に亘り，それ を指す用語が複数あった。 Tethered PHR の利用と疾患コン
トロ ー ルの改善との関連については多く報告があった。 Untethered PHR の機能や効果に関す
る諭文が少なく，今後の検討が必要と考えられた。
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I 緒 言

近年，様々な Personal Health Record (PHR) サー
ビスが発達している。厚生労慟省は，マイナボータ
ルを通じた個人への健診等情報の提供を行う PHR

サ ービスを開始し，民間でも多くのサ ービスが展開
されている。

PHR の定義には様々なものがあり，時に話者の
間で髄甑が生じ得る。例えば，民間 PHR 事業者に
よる健診等情報の取扱いに関する基本的指針の定義
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